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東京都立大学  助教
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パネリスト

千葉大学  助教
岸本 聡子
ゲストスピーカー

杉並区長
林 美樹
モデレーター

JIA杉並地域会  副代表

受付 14:40～

22023年2月4日(土)
15:00～17:30

参加費：500円 定員：90名（申込順）
申込期限： 2月3日（金）
主催：(公社)日本建築家協会関東甲信越支部 杉並地域会　
後援：杉並区 杉並建築会

勤労福祉会館 3階 第3,4集会室

公と民のいい関係とは公と民のいい関係とは
だれがつくる?!?!

みんなの居場居場所は

公と民のいい関係とは
だれがつくる?!?!

みんなの居場居場所は

懇親会 18：00～19：30（ことビル2F）

杉並区立 西荻地域区民センター

※CPD認定プログラム（３単位）
※新型コロナウィルスの感染状況により変更となる場合がございます

カーボンニュートラル時代のすぎなみのまちを描く

※オンライン配信はありません※オンライン配信はありません
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西荻シネマ準備室
「ことビル」 ２階

167-0053 杉並区西荻南3-6-2

懇親会：会費 1000円
080-5485-9454
（石井　杉並地域会代表）

・西荻駅より徒歩５分
・土曜学校会場より徒歩20分

西荻児童館前
西荻南児童公園

杉並区立

勤労福祉会館3階 第3,4集会室
167-0034 杉並区桃井4-3-2
03-3301-0811

西荻地域区民センター

・JR中央線「西荻窪駅」北口
（徒歩15分）
・バス：JR中央線・丸の内線
「荻窪駅」北口より
　荻32「桃井四丁目」
（徒歩1分）
・バス：西武新宿線
 「井荻駅」より
　西50
「桃井四丁目」
（徒歩1分）

今野書店
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モデレーター
林美樹　Miki Hayashi　JIA杉並地域会 副代表
建築家 Studio PRANA主宰　環境共生を主眼に置き、伝統技術を活かした木
造住宅などを手がける。日本建築家協会理事。2021年より国交省社会資本整
備審議会専門委員。日本大学、前橋工科大学非常勤講師

ゲストスピーカー
岸本聡子　Satoko Kishimoto　杉並区長
1974年生れ 大学入学後、国際青年環境NGO A SEED JAPAN（ア シード ジャ
パン）に参加。オランダに移住し、国際政策シンクタンクNGOトランスナショナル
研究所研究員。その後ベルギーに移住、2022年4月帰国。同年7月から杉並区
長。信条：名の「聡」が表す「公(人々)の心(意見)に耳をかたむける」 

パネリスト
湯淺かさね　Kasane Yuasa　千葉大学 助教
2007-2014年(株)NTTファシリティーズにて公共施設のマネジメント業務等に
従事／2014-2019年千葉大学大学院園芸学研究科緑地環境学コース・博士後
期課程修了／2020年より現職 専門は建築計画・ファシリティマネジメント・
ランドスケーププランニング。公共施設とその屋外空間を中心に、パブリックス
ペースのマネジメントに関する研究を行う。一級建築士

パネリスト
讃岐  亮　Ryo Sanuki　東京都立大学 助教
2007年東京都立大学建築学科卒業／2011年 同、大学院博士後期課程修了／
2013年より現職 専門分野は建築、都市計画、および公共ファシリティマネジメン
ト。設立地の利便性評価、学校施設の統廃合を含めた再配置シミュレーション広
域連携の効果の定量化などを題材とした研究を行う。複数の自治体のまちづくり
や施設再編に関するアドバイザーや市民ワークショップファシリテーターを務める

・感染症対策のため、マスクの着用や手指の消毒にご協力お願いいたします　・当日、体温を計測させていただき、37.5度以上の方は参加をご遠慮いただきます

【申込方法】Googleフォーム　https://forms.gle/cg61UGjxRsSQffsh9
メール等でお申込みをご希望の方は「JIA杉並土曜学校申込」の件名で、お名前、所属、人数、メールアドレス、ご連絡先、お住まいの
地域（杉並区など）、終了後の懇親会の参加有無など明記の上、下記までお申し込みください。事前申込みを原則としますが当日定員
に空きがある場合はご参加いただけます。
【申込先・問合先】JIA杉並土曜学校担当 タジェール内 中村雅子 tel 03-5305-2773 fax 03-5305-2774 e-mail suginami@jia-kanto.org

「2030年カーボンハーフ、2050年カーボンニュートラル」の語が市民のあいだでも話
題に上る時代となりました。単に居心地の良い公共スペースづくりを目指すのではな
く2050年カーボンニュートラルをしっかり目標に据えて、公共施設のあり方を練り上げ
る自治体が、近年その成果を報告し始めています。行政・市民・専門家が長期間協力
して世に送り出すプロジェクトも増えつつあります。そのような先進的な取り組みの
実現のためには、日頃からの着実な積み重ねや準備が必要です。この度、公共施設等
のファシリティマネージメントを専門とされる若手の研究者の方々をお招きしました。
最近の事例や傾向などをご紹介いただきながら、そこから見えてくる課題、さらには
問題解決の糸口を探りたいと思います。後半は区長を交えての意見交換を通して区
の問題点などに焦点をあて、カーボンニュートラル時代の建築のあり方、行政と区民
の協働によって施設を作り運営するにはどうしたらよいかを皆さんと共に考えた
いと思います。一般市民の皆さん、区職員の方、議会関係者の方、多くの参加を
お待ちします。

みんなの居場所はだれがつくる？! - 公と民のいい関係とは-2021年度の土曜学校
カーボンニュートラル時代のすぎなみのまちを描く

「区民・行政・専門家で連携するまちづくり」
【第１回　2021.8.21 終了】
阿佐ヶ谷駅北東地区と中野駅新北口駅前を事例として
本田雄治　（杉並区都市整備部まちづくり担当部長）
白江龍三　（建築家・JIA中野地域会）
寺尾信子　（建築家・JIA杉並地域会）
コーディネーター：河野 進　（建築家・JIA杉並地域会）

【第２回　2021.11.27 終了】
杉並区のまちづくりに安心をもたらす地産地消エネルギー
古舘将成 （東京都環境局地球環境エネルギー部環境都市づくり課長）
歌川　学　（研究者・産業技術総合研究所主任研究員）
安竹哲雄　（藤沢市民・太陽光発電事業企画開発者）
コーディネーター：利光 収　（建築家・JIA杉並地域会）

土曜学校の過去の情報についてはコチラ　JIA杉並地域会のHP
https://www.jia-kanto.org/suginami/


